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〔企画の趣旨〕 
 
  新型コロナウイルス感染症は、多様な立場から医療のあるべき姿を再考する契機とな

っている。近年、自然災害は、頻発・激甚化しており、地域におけるヘルスケアの事業存続

計画（BCP）の必要性も提起されている。一方で、超高齢社会と人口減少に直面している我

が国は、働き方や社会保障の在り方を再考する時期に来ている。医療と経済の両立を実現す

るために、どのような方向性が考えられるのか。本シンポジウムでは、地域の社会経済状況

との関連という観点から公的医療機能とその方向性について議論する。 
 第 1 席では労働者健康安全機構が進めている取り組みについて、第 2 席では政府が進め

る地域経済循環分析からみた医療の在り方について、第 3 席では自治体病院からみた地域

医療と経済について、最新の知見と方向性を紹介いただく。その後、指定発言をいただいた

上で、シンポジスト・フロアとのディスカッションを行う。 


